
譁キアゲン，

東京都）を用い，Liら［3］のプライマーを用い，市販

キット（Super Script蠱 onestep RThPCR system,

invitrogen, ライフテクノロジーズジャパン譁，東京）

でRThPCR後市販PCR酵素（TaKaRa ExTaq，タカラ

バイオ譁，滋賀）を用い P C Rを実施した．反応後，

PCRサンプルは2％アガロースゲルを用いた電気泳動で

378bpのバンドが検出された場合を陽性とした．

と畜場に出荷された福岡県産豚のE型肝炎ウイルス浸潤状況
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要　　　　　約

と畜場に搬入された福岡県産の通常肥育豚120頭（13農場）についてE型肝炎ウイルス（HEV）に対する抗体およ

びHEV遺伝子保有状況を調査した．その結果，IgG抗体は12農場73頭（60.8％），IgM抗体は2農場2頭（1.6％）で

陽性を示した．HEV遺伝子は3農場5頭（4.1％）で検出された．肥育豚は通常，育成期にHEVに感染し，出荷時には

すでに感染耐過し，遺伝子は検出されない．しかし，今回 IgG抗体陰性豚から遺伝子が検出されたことより，と畜場に

搬入された肥育豚の中に出荷直前にHEVに感染した事例の存在が示された．

―キーワード：肥育豚，E型肝炎ウイルス．
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